
TRUST LiCAFと波長シフトファイバを用いた中性子検出器の特性評価 

Characteristics evaluation of neutron detector using TRUST(Transparent RUbber SheeT) 

LiCAF(Eu:LiCaAlF6) scintillator and wavelength shifting fiber. 
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1.緒言 中性子検出媒体として最も標準的に用いられている 3Heの深刻な供給不足が問題とな

っており、これに代わる熱中性子検出器の開発が求められている。我々は、中性子吸収断面積の

大きな 6Li を含む Eu:LiCaAlF6 (LiCAF)シンチレータを小片状にして透明樹脂中に分散させるこ

とで中性子とγ線の波高弁別特性を高めた透明樹脂型（Transparent Rubber SheeT: TRUST）LiCAF

シンチレータを用いた中性子検出器の開発を進めている。中性子検出器はエリアモニタ等として

屋外に設置されることもあり、シンチレータの温度変化に対する特性評価は重要である。TRUST 

LiCAF では、中性子とγ線による発光事象を信号波高値によって弁別しているため、波高値の

温度依存性を調べた。また、現在 TRUST LiCAF の発光を波長シフトファイバを介して読出す方

式を検討しており、その光輸送の各過程における光収集・変換効率についても評価を行った。 

2. 実験･結果 検出器全体の温度特性に先立って、TRUST LiCAF のみの温度特性を評価した。

1 mm 程度の TRUST LiCAF 片を直径 2 mm、長さ約 1 m の石英光ファイバーの先端に接続し、こ

れを恒温槽内に設置した。光ファイバを介してシンチレーション光を輸送し、室温に保たれた恒

温槽外に光検出器である光電子増倍管を設置することで、光電子増倍管の温度依存性の影響を受

けることなく、シンチレーション発光の温度依存性を評価できるようにした。中性子源にはポリ

エチレン減速材で周囲を覆った 252Cf線源を使用し、-15℃～50℃の温度での TRUST LiCAF の応

答を調べた。各温度において得られた信

号波高分布をに Fig. 1 に示す。今回評価し

た温度範囲内では、波高値のピークチャ

ネルには大きな変動は見られなかった。

波長シフトファイバと組み合わせた場合

についても今後評価を進める予定である。 

 波長シフトファイバを介した光子輸送

特性に関しては、TRUST LiCAF の発光を

直接光電子増倍管で読み出す場合と波長

シフトファイバを介して読み出す場合等

を比較することで、各過程での光収集・

変換効率を評価した。 
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Fig.1  Signal pulse height spectra of TRUST LiCAF 

scintillator at the temperature of -15,20,50 oC. 
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